
令和３年度 「特色ある学校づくり対策事業」実践事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 目 的 

 〇 児童の発達段階に応じた様々な学習活動を通して，命や環境の大切さを学ぶとともに，学校が

一人一人にとって楽しい学びの場となることで，学校教育目標である「強い子」「考える子」の

具現化を目指す。 

 

〇 活気と潤いのある学校環境を整備するために，学級園等において学年に応じた草花や作物の栽 

培を推進する。また，地域の方との交流や平和学習等を通して児童の情操を高め，命を大切にす 

る心を育てることにより，学校教育目標である「やさしい子」の具現化を目指す。 

 

〇 学習指導において，特別支援教育の考え方をベースとした主観的・客観的児童理解の充実を図 

るとともに，生命尊重，親切・思いやり，規範意識を重視した学びの深化を図りながら，やさし 

さあふれる自他の関わり方を身に付けることを目指す。さらに，落ち着きある生活が送れるよう 

に「花高あいさつ・返事・廊下歩行・ふわふわ言葉」等を啓発することにより，学校教育目標で 

ある「考える子」「やさしい子」「強い子」の具現化を目指す。 

 

  

 

佐世保市立花高小学校 

高齢者・障がい者疑似体験（４年生） 

 

=めざす児童像= 

考える子 

  やさしい子 

     強い子 

所在地  佐世保市花高３丁目４番１号 

校 長  迎 和 人 

児童数  ６００名 

学級数  ２３学級 

グラウンドゴルフ交流（３年生） 

 



 

２ 実践内容 

学年 時期 場所 活 動 内 容 

１年 ６月～ 

11月 

 

 

11月 

 

 

 

 

12月 

 

 

学年園 

 

 

 

中庭等 

 

 

 

 

体育館 

各教室 

 

 

 

【サツマイモを育てよう】 

 いもさしに始まり，水やりや草取りなど，分担・協力して世話をすることで，秋には 

１５０個以上をサツマイモを掘り出し，収穫の喜びを味わうことができた。栽培活動を通

して，生命の大切さを実感することができた。 

【チューリップの球根を植えよう】 

 コロナ禍の状況で，今年度も地域ボランティア「花のわ会」の方々を招いての交流は実

現できなかったため，担任の指導で実施した。卒業式や入学式に向けて学校を美しく飾り

たいという思いをもって，一人一人がチューリップの球根植えに取り組んだ。春の開花を

楽しみに，熱心に世話を続けることができた。 

【昔遊びをしよう（保幼小連携交流）】 

 ２年ぶりに保幼小交流会を開催することができた。生活科の学習で体験した昔遊びを園

児に紹介し，仲良く遊ぶ活動を通して，自分たちの成長を実感することができた。また，

体育館での遊びの他に，教室に招いて少人数グループで交流する時間を設けたことが，園

児にとっても学校生活の雰囲気を体感する良い機会となったようで，各園から感謝の言葉

をいただくことができた。 

２年 ５月～ 

８月 

 

 

 

10月

～2月 

学年園 

 

 

 

 

学年園 

 

【夏野菜を育てよう】 

 生活科で，ミニトマト・オクラ・ナス・ピーマン・キュウリなど，夏野菜の苗を植えて

育てる学習に取り組んだ。水やりや草取りなどの世話を熱心に行うことで，どの野菜も順

調に成長し，収穫の喜びを味わうことができた。また，野菜を実際に育てる中で大変な苦

労があることを知り，日頃から口にしている食物の大切さ実感することができた。 

【冬野菜を育てよう】 

 ダイコンンとハツカダイコンの種子を購入し，学年園で種蒔きを行った。小さな種から

発芽した植物が大きく育っていく様子を観察する活動を通して，生命のたくましさや力強

さに気付くことができ，有意義な活動となった。 

３年 ７月 小森川 【小森川自然体験学習】 

 「清流会（小森川を守る会）」の方々をゲストティーチャーに招き，事前の講習会と合

わせて２回実施した。水生生物の採集・観察などの活動を通して，生き物との触れ合いを

楽しむともに，小森川の様子を詳しく知ることができ，地域の自然の豊かさに気付く良い

機会となった。また，地域の方々の小森川への熱い思いを受けとめることで，児童は自然

環境を守ることへの意義を感じ，自分たちのふるさとを流れる川を大切にしようという思

いをもつことができた。 



３年 11月 運動場 

 

【お年寄りと交流しよう】 

 地域の方々との交流を図るために，校区内で活動されている花高グラウンドゴルフクラ

ブ（花高 GGC）の皆さんをお迎えして行っている恒例の活動である。昨年度はコロナ禍

で中止となっていたため，２年ぶりの実施となった。基本的な打ち方やルールを教えてい

ただいたり，一緒にゲームを楽しんだりする活動を通して，お年寄りに方々との心の交流

が深まり，地域人材の活用や地域と共にある学校づくりを推進することができた。花高

GGC のメンバーの中には登下校時の見守り活動をされている方もいらっしゃるので，児

童の元気なあいさつにも繋がっている。 

 

４年 7月 

 

 

 

 

 

11月 

 

 

 

 

体育館 

 

 

 

 

 

体育館 

【平和について考えよう】 

 コロナ禍を鑑みて今年度も長崎市での現地学習は断念したが，平和団体「ピースバト

ン・ナガサキ」から講師を招く形で平和学習を実施した。交流証言者の方からの詳しい話

を聞きながら，改めて平和の大切さについて考える貴重な時間となった。学んだことを活

かして，８月９日の平和集会で発表を行い，全校で原爆の遭われた方々の御冥福を祈るこ

とができた。 

【高齢者・障がい者疑似体験学習】 

 「佐世保市福祉活動プラザ」からゲストティーチャーを招き，福祉体験学習を行った。

車椅子や装具，アイマスク等を使って，体が自由に動かない状態や目や耳が不自由な状態

を実際に体験することで，高齢者や障がい者の苦労を実感することができた。併せて，階

段の昇降等の場面での介助の仕方も教えていただき，困っている人への接し方を具体的に

学ぶことができた。貴重な体験活動を通して，福祉・共生への意識と実践への意欲を高め

ることができた。 

 

５年 6月 

 

 

 

 

 

10月 

各教室 

体育館 

 

 

 

 

国際ター

ミナル等 

SSK等 

【メディア講習会】 

 メディアの利用をめぐる児童同士のトラブルを未然防止するため，メディア安全指導員

及び青少年教育センター主事をゲストティーチャーに招いて講習会を実施した。スマート

フォンやインターネットが孕む危険性について具体的に教えていただくことで，メディア

との上手な付き合い方を学ぶことができた。また，授業参観の機会と抱き合わせて，保護

者も一緒に学習に参加してもらうことで，家庭の意識啓発にも繋げることができた。 

【海事産業施設見学】 

 総合的な学習の時間と社会科を横断する学習として実施した。海上保安庁や長崎税関の

方からの話を聞き，海上の安全に携わる人々の仕事について理解することができた。また，

ＳＳＫの見学や佐世保港内体験クルージング等の活動を通して，基幹産業に係る佐世保港

の重要性や港をめぐる自然環境の美しさに改めて気づくことができ，ふるさと佐世保への

関心や愛着を深める良い機会となった。 

 



６年 2月～ 

3月 

 

校内 【感謝の気持ちを伝えよう】 

卒業記念制作の一環として，この６年間，毎日の登下校を見守ってくださった「見守り隊」

をはじめとする地域ボランティアの方々に感謝の気持ちを伝えるために，メッセージを添

えたプレゼント作りに取り組んだ。活動を通して卒業への意識が高まり，多くの方々に支

えられていることのありがたさに改めて気づくことができた。 

 

全校 

 

 

 

 

12月 

 

 

 

 

 

通年 

 

 

 

 

通年 

 

 

各教室 

 

 

 

 

 

各教室 

 

 

 

 

各教室 

各家庭 

 

 

 

 

校内外 

 

【標準学力検査の実施（算数）】 

確かな学力の定着を図るため，また，多面的な児童理解の手立ての一つとして，全学年

で恒例の学力調査を行った。経年比較を見ると，今回は全学年で正答率が上昇しており，

全国学力・学習状況調査や県・市学力調査等の結果の分析をもとに取り組んできた授業改

善の成果を確かめることができた。現在も，個々の課題に応じた復習や習熟に活用してい

るところである。 

【学習プリント集の活用】 

 これまで使っていた各教科の習熟プリント集を新学習指導要領対応版に順次取り換え

ていく計画を立てている。今年度はまず，算数（全学年分）を購入した。また，これとは

別に，特別支援教育の充実を図る手立ての一つとして，知的障がい児学級用の国語プリン

ト集も新たに購入し，それぞれ活用を始めているところである。 

【「学びの下敷き」の活用】 

「家庭学習の手引き」を示した下敷きを配付することによって，子どもの学習習慣の定

着を図るとともに，発達段階に応じた宿題や自主学習への取り組み方について，保護者に

も啓発することができた。また，下敷き裏面の「学習の心構え」や「発表の仕方」を活用

することで授業に臨む心構えや，相手を意識した話し方・聞き方ができるようになり，学

習意欲の向上に繋がっている。 

【あいさつ運動推進のための「のぼり旗」の作成・活用】 

早岐中学校区で地域をあげて取り組んでいるあいさつ運動推進の一環として，今年度も

「のぼり旗」を追加作成した。今後も年次計画で設置場所を増やしていくことで，児童の

あいさつへの意識を更に高めるとともに，地域にもその取組をアピールしていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 


